
ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に

お

け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

一
七
八
〇

～

一
八
五
〇
年

ツ
ト

}

茨

木

慶

三

γ

は

じ

め

に

先

に
筆
者

は

、

「
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
植

民

地
大
所

領
」
に

つ

い
て
論

じ
、

ま

た
、

民
主

化

の
観

点

か
ら

独
立

革

命

と
そ

の
後

の

「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
大

土
地

保
有

の
残

存

①

と
解

体

」
に
触

れ

、
さ

ら

に
と

く

に
、

「
革
命

後

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

に
お
け

る

ロ
イ

ヤ
リ

ス
ト

の
処
遇

と

土
地

没

収

に
関

し

て
」
究

明
し

て
き

た
。

と

こ
ろ

で
最

近

、

フ

・

②

ラ

ン

ス
の
研

究

施

設
所
属

の
ブ

リ

ュ
ー

ゲ

ル

(ζ
胃

ロ
ロ
しU
歪

Φ
ひq
9

が

マ
ナ

社
会

の
問
題

に

つ

い
て

の
分

析

を

公

に
し

た
。

そ

こ

で
以

下
筆
者

は
、

彼

の
論

考

に
基

づ
き
な

が
ら

こ

の
問
題

を
再

検
討

し

た

い
。

顧

み

る
に
、

ハ
ド

ソ

ン
河

流
域

の
農
民

は

、

一
七

六
六
年

大

騒

乱

の
失
敗

に
も

か
か

わ
ら
ず

、

地
主

支

配

終
結

を

目

ざ

し

て
闘

っ
た
。

一
七
九

〇
年

代

コ

ロ
ン
ビ

ァ
郡

で

の
闘

争

は

い
う

ま

で
も

な
く

、

一
九

世
紀

に
入

っ
て

、

農

民
運

動

が
燃

え
上

っ
た
。

一
入

一

一
～

一
二

年
、

リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン
家

(ピ
凶く
営
ひq
ω
8
コ
ω
)
テ
ナ

ン

ト
は
、

議
会

に
同

家
土

地
権

原

の
疑
惑

調

査

を
請
願

し
、

地

代

支

払

い
を

強
制

し

た

シ

ェ
リ

フ
を

弾

劾
し

た
。

つ
い
で

一
入
三

〇

.
四

〇
年

代
、

有
名

な
反
地

代
闘

争

が
勃

発

し

た
。

こ
と

に
、

一
入
三

九
年

正

月

死
亡

し

た
最

後

の

パ
ト

ロ
ン
S

・
バ

ン

・
レ

ン
セ
ラ

ー

(
ω
辞①
O
げ
①
口
く
鋤
⇒

勾
①
昌
ω
ω
巴
簿
①
『
)

が
、

約
四

〇

万
ポ

ン
ド

に

達

し

た
未

納
地

代

を
負

債
支

払

い
に
当

て

る

こ
と
を
遺

言

し

た

と
き
、

農

民

は

「委

員

会
」

を
組

織

し
、

地
代

支

払

い
要

求

に
対

す

る
抗
議
集

会

を
開

催

、

バ

ン

.

レ

ン
セ
ラ
ー

の
相

続
人

は
、

こ

の
反

地
代

運

動
委

員

ら

と

の
会

合

を
拒

否

、

か

つ
地
代

減
額

要
請

を

斥
け

た
。

憤

怒

し

た
農

民
は

、
同

年

七
月

大
衆
集

会

を

開

き
、

ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に
お

け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

ー

一
七
八

〇

～

一
入

五

〇

年

(13)
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ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に
お

け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

一
七
八
〇
～

一
八
五
〇
年
ー

地
、王
支
配
か
ら

の
独
立
を
宣
言
し
た
。

バ
ン

・
レ
ン
セ
ラ
ー
家
遺
言
執
行
人
は
、
訴
訟
を
起

こ
し

て
裁
判
所

か
ら
の
不
動
産
回
復
文
書
を
獲
得
し
た
。
テ
ナ

ン
ト
大

衆

は
、
判
決
執
行
を
試
み
た
シ

ェ
リ

フ
た
ち
を
脅

か
し
、
鎮
圧
隊
を
追

い
帰
え
し
た
。

一
入
四
四
年
ま

で
に
反
地
代
闘
争
は
、

バ
ン

・
レ
ン
セ
ラ
ー
家

へ
の
局
部
的

抗
争
か
ら
東

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
中

の
定
期
賃
貸
借
そ
の
も
の

へ
の
反
対
闘
争

へ
と
成
長
し
た
。
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
に
扮
し
た
騎
馬
農
民
が
、
田
園
地
域
を
俳
徊
し
て
地
主

代
理
人
を
震

い
あ
が
ら
せ
、
投
獄
さ
れ
た
も

の
を
奪

還
す
る
ほ
ど

の
勢

い
を
示
し
た
。
彼
ら
は
、
タ
ウ

ン

・
郡

・
州
委
員
会
を
組
織
し
、
新
聞

を
発
行
、
ま
た
代
弁

者
を
議
会

へ
選
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
不
穏
行
為

は
、
リ
ビ

ン
グ

ス
ト

ン
、

バ
ン

・
レ
ン
セ
ラ
i
両
家

が
農
民
に
土
地
を
リ
ー
ス
し

た

コ
ロ
ン
ビ

ア
郡
で
連
発
、
結
局
騒
乱
は
、

一
八
四
〇
年
代
ま

で
続
き
、
政
治
家
を
巻
き
込

み
、
四
六
年

の
州
憲
法
改
訂
会
議

で
の

マ
ナ

゜
リ
ー

ス
廃
止
を
結
果
し
た

の
で
あ

葡
・

と
も
あ
れ
、
独
立
革
命
後
約
七
〇
年
間

の

ハ
ド

ソ
ン
河
流
域

マ
ナ
領
地
で
は
、
定
期
賃
貸
態
様
と
治
安
妨
害
的
姿
勢
は
、
ほ
ど
け
難
く

か
ら
み
あ

っ
て

い
た
。
な

ぜ
な
ら
、
地
主

.
テ
ナ

ン
ト
関
係
を
支
配
し
た
リ
ー

ス
が
多
年
、
慣
習
的
に
二
世
代

の
間
、
経
続
し
た
か
ら
で
あ

る
。

マ
ナ

の
リ
ー

ス
は
、
現
金

・
現
物
で
の
地
代

支
払

い
と
諸
奉
仕
を
留
保
し
た
。
テ
ナ

ン
ト

が
こ
れ
ら

の
要
求
を
充
足
し
な
か

っ
た
場
合
、

マ
ナ
領
・王

(11
地
主
)

に
よ

る
占
有
権
回
復

が
許
さ
れ
た
。
反
徒

テ
ナ

ン
な

、
自
分
た
ち
が
耕
作
す

る
土
地

の
所
有
を
自
分

た
ち
に
許
さ
な

い
制
度
と
闘

っ
た
の
で
あ

軸

土
地

愈

.腓
は
・
農
民

の
資
源
利
用
を
制
約
し
・
彼
ら
の
拡

大

す

る
生

産
物

の
市
場

へ
の
接

近
を

規
制

し

た
。

当

然

の
こ

と

と
し

て
地
主

は
、

借
手

が
従

事

す

る
如
何

な

る
経

済

上

の
取

り
引

き

に
も
干

渉

し

た
。

も
し

テ
ナ

ン

ト

が
、

そ

の
リ
ー

ス
を

売

却
す

る

と
決
定

し

た
な

ら

ば
、

そ

の
売

却

価
格

の

一
〇

な

い
し

二
五

%

の
譲
渡

許

可
料

(ク

ォ
ー

タ
ー

セ
ー

ル

ス
)

に
手

を

つ
け

た
。

と

こ
ろ

で
、

一
七

六
〇
年

代

と

一
入

四
〇
年

代

の
テ
ナ

ン
ト

の
不

穏

状
態

に

つ
い
て
、

二
種
類

の
解
釈

が
な
さ

れ

て

い
る
。

ベ

ッ
カ
ー

((
W餌
「
一
][
°
bd
O
O
犀
Φ
「
)

や

了

ク

(H三

褥

§

琶

の
さ

つ
な

い
わ
ゆ
る
革
新
学
派
は
、
革
命
期

の
ハ
ド

ソ
ン
河
流
域

で
の
動
乱
を
階
級
闘
争

と
み
な
し
や

こ
れ
に
対
し
て

ハ
ー

ッ
(い
゜
基

=
9
二
N
)

は
、

こ
の
よ
う

な
史

的
評

価

に
挑

戦

し

て

ハ
ド

ソ

ン
河

流
域

社
会

は

と
る

に

た
ら
な

い
例

外

と
考

え
、

ホ

ッ
フ

ス
タ

ッ
タ

ー

(力
幽O
げ
9
「血

=
O
胤ω
什勉
匹
けΦ
同
)

は
、
ハ
ド
ソ

ン
河
流
域
を
蓬

的
土
地
分
配
見
解

の
ア
メ
リ
カ

へ
の
移
入
不
能
を
証
明
し

た

覆

の
テ
ス
ト

゜
ケ
ー

ス
と
指
摘
し
や

ま
た
キ

ム
(ω
§

αq
bU
°
罠

凶ヨ
)

⑦

は
、
地

主

.テ

ナ

ン
ト
関

係
を

性
格

上

封
建

的

よ
り

も
資

本
主

義

的

で
近
代

的

と

み
な
し

、
さ
ら

に
、

ハ
ン
ド

リ

ン
(O
ω
o
費

=
曽
ロ
α
ぎ

)
、

ホ

ッ
ク

ス

(∪
冥
8

幻
図
き

閃
o
×
)
、

ボ

ノ

ミ
イ

(]℃
鋤
け
「凶
6
凶血
bσ
O
b
b
ヨ
凶)
、

キ

ム
は
、

一
七

五
〇

・六

〇
年
代

の
農
村

不
穏

を

東

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

の
土
地
権

原

を
求

め

た

ニ

ュ
ー
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

・

⑧

ス

コ

ッ
タ
ー

の
流

出

移
住

の
結

果

と
考

え

た
。
他

方

、

リ

ン
ド

(ω
8
二
ひq
算
o
口
い
旨

O
)
や

カ

ン
ツ
リ

ィ

マ

ン

(国
山
を
碧
匹
O
o
ニ
コ
#
図
日
四
ロ
)

に
よ

れ
ば

、
待

機
中

の

資

本
家

の
土

地
渇

望

で

は
な
く

て
、

マ
ナ

の
状
況

へ
の
テ
ナ

ン
ト

の
不

満

の
た

め

に
反

乱

が
推

進

さ
れ

た

の
で
あ

り
、

ハ
ド

ソ

ン
河

流
域

の
騒

擾

は
、

企
業

心
あ

る

(14)



⑨

利
潤
を
追
求
し
た
地
・王
と
政
治
的

・
経
済
的
民
主
・王
義
を
設
定
す
る
た
め
に
努
力
し
た
水
平
運
動
を
目
ざ
す
小
定
期
賃
借
人
と
の
階
級
闘
争

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、

エ
リ
ス

(】)
鋤
く
凶O
ζ
鋤
一α
芝
楓
コ
国
=
凶ω
)
に
よ
れ
ば
、
「
反
地
代
闘
争
」
は
、
封
建
的
土
地
保
有
態
様

の
根
跡
を
排
除
せ
ん
と
す
る
長
く
て
華
美
な
抗
争
と
し
て
終
結
し

た
。
そ
れ
は
、
長

い
間

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
支
配
し
て
き
た
貴
族
的
徒
党
に
対
す
る
民
・王
的
な
農
民

の
鳴
り
響
く
抗
議

で
あ

っ
た
。
ク
リ
ス
ト

マ
ン

(自
魯
曙

O
冨
圃ωサ

⑩

ヨ
雪

)
は
、
そ

の
エ
ピ
ソ
ー
ト

に
貴
族
的
過
去
か
ら
民
主
主
義

の
出
現

に
お
け
る
決
定
的
勝
利

と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
は

っ
た

の
で
あ
る
。

思
う

に
、
騒
動

の
持
続

は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
郡
タ
カ

ニ
ッ
ク
山
地
か
ら

ス

コ
ッ
タ
ー
が
姿
を
消
し
て
し
ま

っ
た
と
き
に
、
キ

ム
ら

の
よ
う
な
事
件
を
外
部

の
干
渉
に

帰
因
し

た
と
す
る
解
釈

の
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ナ

ン
ト

の
騒
動

の
証
拠
は
、
テ
ナ

ン
ト

の
抵
抗
を
資
本
家
地
主

に
反
対
す

る
共
同
社
会
主
義
者
、
孤

立
主
義
者
、
そ
し
て
防
衛
的
思
想
を
支
持
し
た
社
会
的
悪
漢
、
素
朴
な
反
徒

の
行
為
と
説
明
す

る
こ
と
に
疑
問
を
投
ず
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
郡
テ
ナ

ン
ト

.
地
主
間

の

⑪

持
続
し
た
抗
争
は
、

い
わ
ゆ
る
革
命
前
北
米
の

「封
建
的
復
活
」

の
存
在
を
確
証
す
る
。
テ
ナ

ン
ト
は
、
そ
れ
が
自
治
を
制
限
し

た
が
ゆ
え
に
、

マ
ナ

の
拘
束

に
憤

怒
し
た
。
テ
ナ

ン
ト
は
、
彼
ら

の
抵
抗
を
、
封
建
制
度
11
独
立
よ
り
も
搾
取
、
自
由
よ
り
も
弾
圧
、
平
等
よ
り
も
特
権
、
文
明
よ
り
も
野
蛮
と

い
っ
た
特
質

の
複
合

物

に
対
し
て

の
闘

い
と
理
解
し
て

い
た
。

一
七
九
〇
年
代
に
せ
よ
、

一
八
四
〇
年
代

に
せ
よ
、
テ
ナ

ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命

が
約
束
し
た
が
、
彼
ら

の
社
会

的

・
経
済
的

立
場
が
否
定
し
た
権
利
を
求
め
て
闘

っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
農
奴
と
は
違

っ
て
移
動

の
自
由
を
享
受

し
て
い
た
。
し
か
し

マ
ナ

シ
ス
テ

ム
で
は
、
テ
ナ

ン
ト
は
、
地
・王
の
強
制
労
働
に
服
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
リ
ー

ス
は
、
地
主
が
テ
ナ

ン
ト

に
よ
る
建
物
や
土
地

へ
の
・王
要
な
改
良
を
所
有
す

る
こ
と
を
定

め
、
な
か
ん
ず
く
テ
ナ

ン
ト
は
、

マ
ナ
領
主
に
何
日
か
の
労
役
を
無
償

で
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
。
さ
ら
に
、
耕
地

の
売
却
毎

に

マ
ナ
領
主

が
集
め
た
取

り
立

て

(譲
渡
許
可
料
)
は
、
テ
ナ

ン
ト
を
不
利
と
し
、
テ
ナ

ン
ト

の
移
動
性
の
歯
止
め
と
し
て
機
能
し
た
。
テ
ナ

ン
ト

の
不
穏
状
態
は
、
地
、王
を
威

嚇
し
、
州
当

局
を
煩
わ
し
、
世
論
を
扇
動
し
た
。
し
か
し
、
大

い
に
テ
ナ

ン
ト
に
有
利
な
傾
向

が
生
ず

る
の
は

一
八
四
〇
年
代
ま

で
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
と
き
始

め
て
、
利
害

関
係

の
収
束
が
テ
ナ

ン
ト
を
し

て
ビ
ジ
ネ

ス
メ

ン
、
都
市
や
田
園

の
政
治
団
体
指
導
者

の
な
か
に
政
治
的
味
方
を
見

い
出
さ
せ
た
。
市
場
経
済

の
原
則

の
台
頭
は
、

土
地

・
労
働

・
商
品

の
自
由
交
換

へ
の
妨
害
が
、
経
済
成
長

へ
の
障
害
と
し
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
世
界
観
を
生

ん
だ
。

一
入
四
〇
年
代
ま
で

に

マ
ナ
は
、
経
済
発
展
を
阻
止
す
る
制
度

と
み
え
た
。
私
有
財
産

の
権
利
よ
り
は
む
し
ろ
義
務

と
い
う
新
し

い
理
解

が
、

一
八
四
六
年
州
憲
法
改
訂
会
議
を
し
て
マ

ナ

・
リ
ー
ス
を
廃
止

せ
し
め
た
。
あ
る
程
度
ま

で
そ

の
と
き
、
資
本
主
義

が
私
有
財
産
の
土
台
を
弱
ら
せ
た
が
ゆ
え

に
、
地
主

は
自
己

の
運
動

に
失
敗

し
た

の
で
あ

る
。

ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に

お
け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

一
七

八

〇

～

一
八

五

〇

年

(15)
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ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に

お
け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

ー

一
七

八

〇

ー

一
八

五
〇

年

-

一

(
ハ
ド

ソ

ン
河
流
域

の

マ
ナ
制

度

の
問
題
)

一
入

一
入
年
、
探
検
家
ホ
ー

ル

(聞
『
鋤
コ
O
凶ω
=
"
=
)
が
不
心
議
が

っ
た
よ
う

に
、
「若

い
民
主
主
義

北
米

の
た
だ
な

か
に
か
な
り

の
封
建
主
義

の
残
さ

い
」
が
存
在

し
た
。
リ
ー

ス
地
は
、
時

に
は
再
更
新
な
し

で
三
生
涯
、
時
に
は
複
数
年
間
、
時
に
は
領
主

の
任
意

の
期
間
保
有
さ
れ
た
。
テ
ナ

ン
ト
は
、
現
金

の
み
な
ら
ず
生
産

物
や
労
役

で
地
代
を
支
払

っ
た
。
ホ
ー

ル
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
賃
借
人
の
生
活
は
、
許
可
料
、
使
用
料
、
免
役
地
代
、
留
保
権
、

ミ
ル
専
有
権
な
ど

の
付
随
義
務

で
煩
わ
さ
れ
や

そ
の
ほ
か
・
リ
ビ

ン
グ
ス
ト

ン
家

の
契
約
に
よ
れ
ば
、
テ
ナ

ン
ト
は
、
山
林
や
水
路

へ
の
入
会
を
制
約
さ
れ
、
現
物
提
供
を
強

い
ら
れ
、
く
わ
う

る
に
数
日
の
労
役
を
課
せ
ら
れ
、

一
定

の
撤
種

・
植
え
付
け
や
小
建
造
物

と
か
防
柵

の
建
立
、

マ
ナ
牧
師

の
俸
給

の

一
部
負
担
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
リ

ビ
ン
グ

ス
ト

ン
家
は
、

一
層

の
特
権
を
留
保
、
テ
ナ

ン
ト
は

マ
ナ

の
地

に
居
住
す

る
か
ぎ
り
商
取
り
引
き
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
す
、
ま
た
同
家
は
、
市
場
向
け
農

⑬

作
物

の
先
買
権

、、、
ル
使
用
料

(
ひ
か
れ
た
麦
粉

の

一
割
)
を
取
得
す

る
権
限
を
保
有
し
た
.

樹

マ
ナ
領
主
は
、
諸
規
程
実
施

の
た
め
法
行
為
を
用

い
た
。
キ

ム
が
示
唆
し
た
よ
う

に
、
リ
ー

ス
条
件
を
支
援
す

べ
く
法
的
手
続
き
を
と
る
こ
と
を
た
め
ら

っ
た
植

ー

民
地
時
代

の
先
伽
と
違

っ
て
、
独
立
革
命
後

の

マ
ナ
領
主

は
、
怠
惰
な
テ
ナ

ン
ト
を
告
訴
す
る
こ
と
に
何

の
し
り

ご
み
も
示
さ
な
か

っ
た
。

ま
た
リ
ー
ス
契
約
は
、
テ
ナ

ン
ト
が
そ
の
査
定
不
動
産
を
所
有
し
て

い
な
か

っ
て
も
、
税
金
を
支
払
う
責
任
が
あ
る
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
テ
ナ

ン
ト

へ
の
財
政

的
負
担
は
、
テ
ナ

ン
ト
を
し
て
結
局
政
治
的
行
動
に
駆
り
立
て
る
立
場
に
追

い
こ
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、

一
方

で
彼
ら
は
、
伝
来

の
義
務
-

地
代
の
支
払

い
、
領
、王

へ
の
服
従
、
牧
師
俸
給

へ
の
貢
献
1

を
履

行
し
た
。
し
か
し
他
方

で
彼
ら
は
、
州
税
と

い
う
現
代
的
な
負
担
と
そ
れ
に
伴
な
う
権
利
を
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
い
た
。

⑮

同
地
市
民
権
法
は
、
リ
ビ

ン
グ

ス
ト

ン

・
マ
ナ
の

一
〇
人
の
う
ち
九
人
が
市
民

の
地
位
を
享
受
し
、
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
革
命
当
局
は
、
領
主
に
特
権
を
与
え
た
英
法
の
残
さ

い
を
排
除
す

べ
く
急
速
に
行
動
し
た
。
リ
ビ
ン
グ

ス
ト

ン

・
マ
ナ
は
、

一
七
七
七
年
、
代
議

会
員
選
出
権
を
失
な

い
、
同
時

に
同
地
邦
憲
法
は
、
領
主

が
享
受
し
た
が
め

っ
た
に
行
使
し
な
か

っ
た
司
法
権
を
廃
止
し
た
。
さ
ら
に

一
二
年
以
内
に
、
邦
議
会
は
、

長
子
相
続
制
を
廃
止
し
た
。
と
は
い
え
邦
議
会
は
、
す

べ
て
の
他

の
条
項
に
は
手
を

つ
け
な
か

っ
た
。
明
ら
か
に
新
政
体
は
、

マ
ナ
財
産
の
合
法
性
に
挑
戦

せ
ず
、

ま
た
、
そ
の
リ
ー

ス
条
件
を
疑
問
と
す

る
こ
と
も
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
基
本
的
な
性
格

に
お
い
て
、

マ
ナ
領
主

・
テ
ナ

ン
ト
関
係
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

マ
ナ

の
条



件
を
再
生
産
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
も
、

一
九
世
紀
に

マ
ナ
問
題
を
取
り
扱

っ
た

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
法
律
家
は
、

=
二
世
紀

の
原
則
に
戻

っ
た
法
的
認
定

の
た
め
の

技
巧
を
発
展
さ
せ
、
同
地
当
局

が
旧
世
界
で
無
視
さ
れ
た
条
例
を
実
行
し

た
こ
と
を
し
ば
し
ば
指
摘
し

つ
つ
、
欧
米
リ
ー

ス
実
務

の
適
合
を
明
確

に
示
唆
し
た
。
そ
⑯

の
う
え
欧
米
両
大
陸
で
は
、
リ
ー

ス
契

約
は
、
商
取
り
引
き

コ
ス
ト
を
賃
借
人
に
転
稼
す

る

一
方
、
地
主

の
多
様
な
商
業
経
営

の
独
占
を
保
証
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　
{

二

(定
期
賃
貸
借
業
務

の
経
済
的
重
要
性
)

一
八

=

年

の
リ

ビ
ン
グ

ス
ト

ン
ら

の
マ
ナ

の
賃
借
人

は
、
自
分
た
ち

の
あ
わ
れ
な
窮
乏
状
態
の
緩
和
を
達
成

せ
ん
と
州
議
会

へ
の
請
願
書
を
起
草

し
た
が
、
そ

の
よ
う
な
と
き
に
テ
ナ

ン
ト
と
そ
の
代

弁
人
は

事
情
を
指
摘
し
、

〈表1>ク レルモン ト・マナ ・タウンのテナ ン トと

自由土地保 有農民の財産の平均価値

(ドル)

テ ナ ン ト 自由土地保有農民

1799 1826 1799 1826

不動産 806 1,692 1,069 1,734

動 産 210 183 165 265

合 計 1,016 1,875 1,234 1,999

人 数 72 63 46 39

、
自
己

の
経
済
状
態

の
暗

い
面
を
描
写
し
た
。
ま
た
当
時

の
年
代
記
作
者
も
、

マ
ナ

・
タ
ウ
ン
の
広
が

っ
た
物
質
的

⑰

定
期
賃
貸
借
保
有
態
様
を
農
業

に
悪
影
響

を
及

ぼ
す

と
非
難
し
た
り
、

テ
ナ

ン
ト

の
労
苦
と
地
主

の
搾
取
を
明
言
し
た
り
し
た
。

時

々
、

リ
ビ
ン
グ

ス
ト

ン

・
マ
ナ
が

コ
ロ
ン
ビ
ア
郡

の
人
口
成
長
を
妨
げ
た
ど
う

か
の
問
題
に

つ
い
て
、
議
論

が
燃

え
上

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
方

で
あ

る
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
旅
行
家

は
、
「
家
屋

の
管
理
は
良
く
、
耕
地
に
は
大
底
と
う
も
ろ

こ
し
や
そ
ば
が
ま
か
れ
、
消
耗
さ
せ
ら
れ
て

い
な

い
」
と
書
き
留
め
、
他
方
あ

る
新
聞
記
者

は
、
「
勤
労
者

の
多
く

は
土

⑱

地

の
相
続

人

で

な
く

」
、

「
同

地
開

発

に
貢
献

し

て

い
な

い
」

と
推

論

し

た
。

⑲

そ
れ
は
と
に
か
く
、
経
済
発
展
は
、
テ
ナ

ン
ト
と
自
由

土
地
保
有
農
民
と
に
は
異
な

っ
た
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
〈
表
1
>

が
示
す
よ
う

に
、
ク

レ
ル
モ
ン
ト

・
マ
ナ

・
タ
ウ

ン
の
賃
借
人
は
、

一
七
九
九
年
と

一
入
二
六
年

に
自
由
土
地
保
有
農

民
よ
り
総
財
産

は
少
な
か

っ
た
が
、

一
入
世
紀
末

ま
で
は
、
前
者

の
動
産
は
後
者

の
そ
れ
よ
り
多
額

で
あ

っ
た
。

と
こ

ろ
が
、
両
者

の
平
均
財
産

の
ギ
ャ

ッ
プ

が
約
六
%

に
狭
ま

っ
た

一
八
二
六
年
ま
で
に
、
後
者

の
動
産
は
前
者

の
そ
れ
よ

り
高
価
値
を
有

し
た
。

こ
の
逆
転
は
、
家
蓄
飼
育

と
酪
農
産
物

へ
の
移
行
と
結

び
つ
い
て
い
る
。

テ
ナ

ン
ト
は
、
耕
地

を

一
七
九
九
年

か
ら

一
入
二
六
年

の
間

に
、
自
由

土
地
保
有
農
民

の
平
均
保
有
面
積

一
〇
七

工
ー

カ
ー
に
近
づ
け

る
べ

⑳

く
、
平
均
七
九

工
ー
カ
ー
か
ら

一
〇
四

工
ー
カ
ー

に
拡
大
し
た
。
テ
ナ

ン
ト
が
土
地
枯
渇

の
影
響
を
免

れ
る
た
め
に
新

ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
に
お
け
る

マ
ナ
社
会
と
そ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
ー

「
七
入
○
～

一
八
五
〇
年
ー

(17)
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ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
に
お
け
る
マ
ナ
社
会
と
そ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
ー

一
七
八
〇
～

一
入
五
〇
年
1

し

い
土
地
を
く
わ
え
た
の
に
対
し
て
、
自
由

土
地
保
有
農
民
は
、
家
蓄

や
道
具

に
投
資
し
た
。

つ
ま
り
彼
ら
は
、
肥
料
を
提
供

し
、
よ
り
良

い
耕
作
技
術
を
用

い
る

こ
と
に
よ

っ
て
土
地
枯
渇
の
防
止
を
助
け
た
。

こ
の
よ
う
な
相
違
し
た
方
策
は
、
市
場

で
の
テ
ナ

ン
ト
に
と

っ
て
相
対
的

に
不
利
な
状
態

へ
と
移
さ
れ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
市
場

で
自
由
土
地
保
有
農
民
は
、
よ
り
も
う
か
る
商
品
を
提
供

で
き
た
か
ら

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
不
動
産

の
場
合
を
み
る
と
、
動
産

の
場
合

と
殆
ん
ど
同
様
で
あ
る
。

マ
ナ

・
タ
ウ

ン
は
、

一
九
世
紀
始

め
お
よ
び

中

ご
ろ
と
も
に
、
自
由
土
地
保
有

・
タ
ウ

ン
に
劣

っ
て

い
る
。
し
か
し
両
者

の
相
違

は
、

よ
り
小

で
あ

る
。

マ
ナ
で
の

一
エ
ー

長成

力
i

は
、

一
七

九
九

年

に
六
ド

ル
、

一
入

四

六
年

に

一
四

ド

ル
で
、

非

マ
ナ

で
の
そ
れ

は
、

そ

れ
ぞ

れ

=

ド

ル
、

一
七
ド

ル

ロ

剛

邸
許
誘
蛎
㍊
韓
離
ピ携
簾
寡
韓
纏
鞍
嬬
肋蕪

(露

汐

参
照
)
。
し
か
し
土
地
価
格

の
上
昇
は
、
テ
ナ

ン
ト
人

口
に
と

っ
て
混
成
の
恩
恵

で
あ

っ
た
。
リ
ー

ス
契
約
条
件
は
、
長
期
間
形

鮪

成
圭

定

の
ま
ま

(支
払

い
の
市
場
価
格
は
・
も
ち
ろ
ん
・
小
麦
や
労
力

の
価
格
と
と
も
に
変
動
し
た
け
れ
ど
も
)

で
あ

っ
た

地土

が
ゆ
え

に
、
上
昇
す
る
不
動
産
価
格

は
、
地
代
と
耕
地

の
間

の
比
率
を

一
七
九
九
年
と

一
八
二
六
年

の
間

に
、
三
・五

か
ら
二

・

由

⑫

自

七
%
に
減
少
さ

せ
た
。
他
方
同
時

に
、
不
動
産
価
格

の
上
昇

の
た
め
州

の
課
し
た
財
産

へ
の
税
金

は
押
し
上
げ

ら
れ
た
。

と伽

さ
て
、
複
雑
な
発
展
は
ま
た
、

マ
ナ
で
の
緊
張
を
悪
化
さ
せ
た
。
リ
ビ

ン
グ
ス
ト

ン
家

が
、
免
税
収
入
か
ら
実
質
的
財
産
を

タ

蓄
積
さ
せ
た
の
に
対
し

て
、
賃
借
人

の
税
負
担
は
、
よ
く
て

=
疋
に
と
ど
ま
り
、
大
抵
は
増
大
す

る
傾
向

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、

享

大
法
官
リ
ビ
ン
グ
ス
よ

(。
§

6
色
一島

量

夷

ぴ
謬

ω§

)
ら
に
よ
れ
ば
・
地
代
は
・
テ
ナ
ン
あ

年
収
の
=
一か
ら

の

50

郡

18

一
〇
%

の
間

で
、

相
応

す

る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
地
代

の
最

下
位

で
あ

っ
た

と

は

い
え
、

大
法

官

の
収

入

は
、

一
七
九

九
年

に
テ
ナ

ア

～

ビ

90

ン
ト

に
平
均

収

入

の

一
入
倍

、

そ

の
義

息

E

・
リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン

(
国
亀
妻
母

匹
勺
゜
い
凶く
貯
ぴq
°。8
口
)

の
そ

れ

は
、

一
八

二
六
年

に

ン

ー7

㊨

ロ

一

五

〇
倍

で
あ

っ
た
。

リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン
家

は
、

こ

の
よ
う

な

「好

ま

し

い
収

入
」

を
圧

力

な
し

に
放
棄

し
な

い
で
あ

ろ
う

。

コm

こ
れ

ら

の
収

入

は
、

地
主

・
テ
ナ

ン
ト

間

の
社
会

的

懸
隔

を

一
層

し

る
し

づ
け

た
物
質

的

所
有

物

に
転

化

し
、

リ
ー

ス
に
よ

俵

る

収
入
差

は
、

テ

ナ

ン
ト

の
気
分

を

め

い
ら

せ
た
。

こ
う

し

て
、

M

・
リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン
女

史

(竃
9
曼

団
く
ぎ
σQ
ω8
昌
)

が
認

179018101830

人 口 人 口 変 化 人 口 変化

マ ナ ・タ ウ ン5,4617 ,84643.7%9,74124,2%

自 由 土 地 保

有 ・ タ ウ ン19・68720・4964・124・77420・9

比 率3.612.612.54

1850

人 口

9,496

25,599

変 化

2.5%

-4
.9

2.70

(18)



め
た
よ
う

に
、

テ
ナ

ン
ト
は
、
リ
ー

ス
終
結
時

に
土
地
所
有
者

に
帰
属
し
た
恒
久
的
改
良

に
投
資
す
る
こ
と
を
危
惧
し
、
諸
施
設
の
建
立

に
消
極
的
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
女
史

の
い
う
惨

め
な
状
態
は
、
特
例

で
あ

っ
た
か
も
知
れ
ず
、

一
旅
行
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、

マ
ナ

・
タ
ウ

ン
の
テ
ナ

ン
ト

の
家
屋
は
よ
く
も
悪
く

⑳

も
な
い
と
も

い
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
リ
ビ
ン
グ

ス
ト

ン
家
の
邸
宅

は
、
連
合
派
時
代

(
一
七
九
〇
～

一
八
三
〇
年

こ
ろ
)
の
も

っ
と
も
立
派
な
建
造
物

の

一
つ
で

あ

っ
た
。
実
際
、

地
代
収
入
は
、
そ
の
卓
越
さ
を
表
明
す
る
舞
台
装
置
を
建
立
さ
せ
る
に
足
る
ぜ

い
た
く
な
支
出

に
燃
料
を
提
供
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

カ
ン
ツ
リ
ィ

マ
ン
は
、

一
七
四
〇
年
か
ら

一
八
〇
〇
年
に
な
さ
れ

た
リ
ー

ス
契
約
で
は
、
地
主
は
、
テ
ナ

ン
ト

に
行
動

の
観
点
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
な

い
が
、
金
銭

支
払
い
の
見
地

で
よ
り
多
く
を
要
求
し
た
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
単
純
な
貸
幣
化

に
よ
る
資
本
家
的
押
し

つ
け

と
い
う
方
程
式
を
支
持
す

る
証
拠
は
殆
ん
ど
な

い
。

実
際
、
利
潤
向
上

を
求
め
る
こ
と
は
、
労
役
奉
仕
強
要

に
よ
る
労
働

の
搾
取
を
招

い
た
。

一
七
九
九
年
と

一
八
二
六
年

の
地
代
構
造
を
分
析
す
る
と
、
地
主

の
耕
地

の
耕
作

な
い
し
、

地
主

の
生
産
物

の
市
場

へ
の
運
搬

の
た
め
に
テ
ナ

ン
ト

が
自
己
の

一
連

の
牛
馬
を
使
用
す

る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
き
、
リ
ビ

ン
グ

ス
ト

ン
⑳

家
が
、
テ
ナ

ン
ト

の
牛
馬
に
よ
る
運
搬

日
(ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
)
義
務

に
固
執
し
た
強
烈
さ
が
示
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
現
金

が
、
リ
ー
ス
条
件
免
除
を
生

じ
さ

せ
た
(
〈表

m
>

参
照
)
と
は

い
え
、

地
主

の
た
め
に
肉
体
労
働
し
た
ク

レ
ル
モ
ン
ト

・
マ
ナ
テ
ナ

ン
ト

の
割
合
は
、

一
七
九
九
年

の
三
分

の
二

(九
七
人
中
六
五
人
)

か
ら

一
入
二

⑳

六
年

の
約
四
分

の
三

<表III>ク レ ル モ ン ト ・マ ナ の地 代構 造

1799 1826

テ ナ ン トの 数 97 84

現 物 支 払 の

テ ナ ン ト

55
(56.7%)

30
(35.7%)

現物および現金
支払のテナン ト

20
(20.6%)

34
(40.5%)

現 金 支 払 の
テ ナ ン ト

22
(22.7%)

26
(23.8%)

(八
四

人
中

六
二

人
)

に
増
加

し

た
。

し

か
も

キ

ム
が
指
摘

し

た
よ
う

に
、
大

地

主

は
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
市

へ
送

る

こ
と

の
で
き

る
小
麦

の
源

⑳

と
し

て
土
地
を
育
成
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
金
銭
的
価
値
を
入
手
せ
ん
と
決
心
し
た
地
主

で
、
農
業
生
産
力

の
向
上
、
す
ば

や

い
空
地

の
貸
出
し
な

ど
で
、
不
動
産
を
よ
り
営
利
的

に
し
た
。
そ
し
て
、
利
潤
追
求
方
針
を
動
機

と
し
、

ま
た
、
商
業

的
勢
力
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
努
力
は
、

マ
ナ
体
制

と
よ
く
調
合
し
た
。

と
も
あ
れ
、
ト

ッ
ク
ヴ
ィ

ル

(≧

①
×
凶ω
血
Φ
↓
0
8
器
く
崔
Φ
)
は
、
封
建
的
義
務

の
わ
ず
ら
わ
し
さ
で
な
く
て
手
ぎ
わ
よ

さ
が
、
領
主

の
特
権

と
百
姓

の
責
務

の
間

の
衡
突
を

い
ま
わ
し

い
も

の
と
し
た
と
指
摘
し
た
。
初
期

一
九
世
紀

ハ
ド

ソ
ン

河
流
域
の
テ
ナ

ン
ト
が
、
彼
ら

の
状
態
が
自
由
土
地
保
有
農
民

の
そ
れ
に
比
較
し
て
好
転
し
た
と
し
て
も
、
苦
し

い
経
済

的
成
り
行
き
を
法
的
境
遇
に
帰
因
す

る
と
み
な
す

こ
と
に
道
理
が
あ

る
。
ド
イ

ツ
人
史
家
ラ
ウ

マ
ー

(閃
ユ
Φ
臼
8
ゴ

<
o
コ

幻
鋤
ニ
ヨ
Φ
『
)
は
、

一
入
四
五
年
に
定
期
賃
貸
貸
借
を
時
代
遅
れ
で
不
適
当
と
考
え
、
「
全
く
自
由

で
、
課
税

さ
れ
ず
、
重
荷

の
な

い
財
産

へ
の
先
人
観
的
愛
好
が
、
合
衆
国

で
は
非
常
に
大
き
か

っ
た
の
で
、
さ
細
な
手
数
料

で
も
か
酷
な
負
担
と
さ

ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に

お
け

る

マ
ナ

杜

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

一
七
八
〇
～

一
八
五
〇
年
1
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ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に
お

け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

ー

一
七

八

〇

ー

一
入

五

〇

年
i

れ
、
そ

の
支
払
い
を
屈
辱

・
恥
辱

と
考
え
ら
れ
た
L
と
解
説
し
た
。

テ
ナ

ン
ト
が
年

々
直
面
し
た
社
会
的
低
落
観
が
、

⑳

さ

い
を
廃
止
す
る
戦

い
を
刺
激
す
る
の
を
助
け
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
恨
み
を
深
め
、
そ
れ
が
マ
ナ
式

の
残

三

(領

主

11

地

・王
と

テ
ナ

ン
ト
)

地
主

・
テ

ナ

ン
ト
関

係

は
、
基

本
的

に
は
不
均

斉

で
あ

っ
た
。

キ

ム
説
と

は
反
対

に
、

テ

ナ

ン
ト

が
、

地
主

と
強
気

の
取

り
引

き
を
進

め

る
余
地

は
な

か

っ
た
。

平
等

な

パ
ー
ト

ナ
ー

で
は

な

か

っ
た
。

な

ぜ
な
ら

リ
ー

ス
は
、

双
方

に
異
な

っ
た
意

味
を

具
体

化
し

た
か

ら

で
あ

る
。
す

な

わ
ち
、

地
主

に
は
支
配

な

い
し
力
。

テ

⑳

ナ

ン
ト

に
は
依
存

・
服

従

・
卑

下

で
あ

っ
た
。

政

治

に
お

い
て
、
地
主

が
行
使

し

た
強

い
勢
力

は
、
驚

く

べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。
例
え

ば

一
入

〇

七
年

、
あ

る
新

聞

編
集
者

は
、
「
テ

ナ

ン
ト

は
領
主

の
意

志

の
ま

⑳

的

ー

ま

に
投
票

し

て

い
る
」

と
書

い
た
。
諸

地
方

紙

は
、

リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン
家

の
影
響

力

と
永
続

す

る

マ
ナ
関

係

と

の
間

の
結

び

つ
き
を

確

治

ト

⑳

政

ン

認
し

た

(〈
表

W
>
参

照
)
。

リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン
家

の
政

治
上

の
卓

越
さ

の
い
く

ら
か

は
、

一
入

三

一
年

ま

で

に
消

失
し

た
け

れ

ど
も

、

の

セ

遷

同
家
の

頁

は
な
お
、
概
し
罠

衆
は
、
最
富
裕
で
高
教
養
の
人
々
1

そ
の
な
か
に
同
家
の
メ
ン
バ
ふ

い
る
ー

を
選
出
す
る
こ

動

と
に
反
感
を
も
た
な
か
っ
た
と
推
定
し
や

げ

型

と
こ
ろ
で
、
聖

が
テ
ナ

ン
ふ

ち
の
恭
順
を
期
待
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
慣
習
が
・

マ
ナ
の
暑

の
相
互
作
用
を
規

ビ

リ

年

リ

ラ

20

制

し

た
。

マ
ナ
領

主

の
父
親
気

質

の
習
慣

と
身

分

階
層

が
、
社

会
的

秩
序
を

保

つ
自
然

の
建

築
用

ブ

ロ

ッ
ク

で
あ

っ
た
。

マ
ナ
社
会

は
、

の

デ

ー8

郡

工

～

い
わ

ゆ
る

畏
敬
社

会

で
あ

っ
て
、

そ

こ
で

は
平

等

の
余

地
は
な

か

っ
た
。

リ

ビ

ン
グ

ス
ト

ン
家

は
、

マ
ナ

領
主

と

し

て

の
地
位

か
ら

自

ア

ブ

90

ピ

ー

17

己

の
正
体

を
引

き
出
し

、
ま

た

、

自
己

の
表

現
は

そ

の
地
位
を

基
底

と
し

た

。

キ

ム
は
、

同

家

は

マ
ナ

や

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

で

の
権

力

ン

力

一

諏

を
、
自
分
た
ち

の
寅

威
信

そ
し
て
考

重
要
な
.
」
と
に
は
領
域
所
薯

と
し
て
の
地
位
か
ら
導
き
出
し
た
の
で
あ

っ
て
、
急
速
に

恥

死
滅
し
た
封
建
的
領
主

特
権
か
ら
え
た
の
で
は
な

い
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
領
主
特
権
が
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
富
も
同
家
の
生

俵

活
に
光
彩
を
与
え
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
特
権

と
そ
の
結
果
し
た
富
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
同
家

は
、
自
己

の
マ
ナ
内
外
で
権

179318021812

マ ナ ・タ ウ ン92 .178.370.5

自 由 土 地 保

有 ・ タ ウ ン5・945・051・3

1826

66.8

51.3

(20)



⑬

力
を
統
御

で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

貴
族
的
特
性

へ
の
形
式
ば

っ
た
愛
着
は
、
同
家

の
自
負
を
示
し
て
い
る
が
、
共
和
主
義
的
平
等

の
愛
好
家
に
と

っ
て
も

っ
と
も
魅
力

の
あ
る
会
話

は
、
家
族

の
往

古

の
家
柄
、
同
家

の
紋
章
、
同
家

の
分
枝
、

そ
の
親
族
関
係

の
広
が
り
に

つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
同
家

の
人

々
は
、
名
前

で
な
く
て
タ
イ
ト

ル

女
性

で
さ
え
ー

で
呼
称
さ
れ
た
。

マ
ナ
領
主

の
社
会
意
識

は
、
封
建
的
属

性
を
伴
な

っ
た
地
主

と
し
て
の
自
意
識

に
緊
密

に
結

び
つ
い
て
い
た
の
で
、

一
八

=
二
年

に
テ
ナ

ン
ト
が

法
廷
で
同
家

の
土
地
権
原

の
合
法
性
を
問
題

に
し

た
と
き
、
領
主

M

・
リ
ビ
ン
グ

ス
ト

ン
女
史
に
と

っ
て
も

っ
と
も
重
要
で
あ

っ
た
の
は
、

マ
ナ

の
無
欠
性

で
あ

っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
家

の
実
在

の
あ
ら
ゆ

る
他
の
側
面
は
、
無
欠
性

に
か
か

っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
ボ
ノ
ミ
イ
女
史
は
、

マ
ナ
社
会
を
流
動
的
で
実
力
主
義
的

で

⑭

あ
る
と
描

い
た
が
、
そ
の
住
民

の
態
度
や
世
界
観

は
、
そ

の
よ
う
な
特
徴
づ
け
が
如
何

に
誤

っ
て
い
る
か
を
示
唆
す

る
。

四

(テ
ナ

ン
ト

の
抵
抗

)

テ
ナ

ン
ト
の
不
満
に
は
、
経
済
的

・
社
会
的

・
政
治
的

理
由
が
存
在
し
た
。

マ
ナ

の
状
態

は
、
独
立
後

の
若

い
共
和
国

へ
の
恐
怖

で
あ
り
、
先

の
独
立
革
命
が
約

束

し
た
す

べ
て
の
優
越
性
を
危
う
く
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
の
反
乱
は
、
彼
ら
の
劣
等

の
地
位

に
由
来
し
、
テ
ナ

ン
ト
の
目
標
は
、
生
産
者
と
市
民
と
し

⑳

て

の
自
治

の
獲
得

で
あ

っ
た
。

土
地
と
財
産
権
と
は
、

一
七
九
〇
年
と

一
八
五
〇
年
と

の
間
に

ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
東
岸
の
テ
ナ

ン
ト
が
、
繰
り
返
え
し
立
ち
上

っ
た
と
き
、
重
上
問
題

と
な

っ
た
。

テ
ナ
ン
ト

の
要
求

が
自
分
た
ち

に
他

の
何
を
意
味
す
る
に
せ
よ
、
耕
作
し
た
土
地
の
所
有
は
、
地
主

の
支
配
権

か
ら

の
独
立

・
自
由
を
意
味
し
た
。
キ

ム
や
ボ
ノ
ミ

イ

の
主
張
、
独
立
革
命
前

の
闘
争
が
単

に
未
開
地
を
め
ぐ

る
相
争
う
要
求
か
ら
起
こ

っ
た
と

の
主
張
は
、
反
徒

に
政
治
的
動
機
を
否
定
し
、
彼
ら
に
狭

い
経
済
的
野

心
を
帰

せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
利
害
関
係
の

一
致

が
地
・王
と
テ
ナ

ン
ト
を
協
力
さ
せ
て
独
立
戦
争
中

に
邦
当
局
に
対
抗
さ
せ
た
と

い
う
見
解
は
、
リ

ン
ド

⑳

が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
民
衆
と
地
主

の
利

害
を
引
き
裂

い
た

一
連

の
出
来
事
を
見
逃

が
す

こ
と
と
な
る
。

リ
ー

ス
条
件

の
実
行
阻
止
か
ら
、

マ
ナ
領
主
を
脅
か
し
た
り
、
そ

の
財
産
を
破
壊
す
る
ま
で
、
賃
借
人

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
百
姓
同
様

の
行
動
を
示
し
た
。
賃
借

人
は
、
不
動
産
上

の
改
良

へ
の
地
・王
の
関
心
と
、
破
壊
や
混
乱

へ
の
地
・王
の
恐
怖
を
利
用
す

る
た
め

に
、
彼
ら

の
行
動
を
調
整
し
た
。
ま
た
、
強
制
的
奉
仕
実
行

の

ハ
ド

ソ

ン
河
流

域

に
お

け

る

マ
ナ

社

会

と
そ

の

マ
:

ケ

ッ
ト

ー

一
七

八

〇

～

一
八

五
〇

年
ー

(21)
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ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に

お
け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

ー

一
七

八

〇

～

一
八

五
〇

年
-

場
合
に
は
、
テ
ナ

ン
ト
は
非
協
力
的

で
不
活
発
と
な

っ
た
。
と
も
あ
れ
、
地
代
滞
納

は
、
地
主
は
耕
地
上

の
改
良
が
保
証
と
な
る
か
ぎ
り
あ
る
程
度
寛
大
で
あ

っ
た

け
れ
ど
も
、
多
年
に
わ
た
る
問
題
点

で
あ

っ
た
。
土
地
所
有
者

(ー
地
主
)
と
占
有
者

(1ー
テ
ナ

ン
ト
)
を
拘
束
す
る
定
期
賃
貸
借
シ
ス
テ
ム
は
、
恭
順

の
極
と
反

⑰

抗
の
極

の
間
で
互

い
違

い
に
な
る
態
度
を
調
節
し
え
る
交
互
作
用
を
作
り
出
し
た
。

さ
て
、
次

の
段
階

は
、
テ
ナ

ン
ト
の
公
然
た
る
義
務
履
行
拒
否

で
あ

っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
に
と

っ
て
、
行
動

の
提
携

の
た
め
に
は
最
小
限
組
織
が
必
要
で
あ

っ
た
。

テ
ナ

ン
ト
は
、
領
主

に
対
し

て
裁
判
そ
の
他

で
協
同
行
動
を
と

っ
た
。
例
え
ば
、

一
入
四
〇
年
代

の
反
地
代
運
動
家
は
、
タ
カ

ニ
ッ
ク
相
互
提
携
協
会
を
創
設
し
、

封
建
的
残
さ

い
の
排

除
を
目
ざ
し

て
協
約
を
作
成
、
会
費
を
徴
収
し
て
活
躍

し
た
。

と
こ
ろ
で
、
反
徒
グ

ル
ー
プ
は
、
政
治
家

の
な

か
に
味
方

が
増
大
し
、

マ
ナ
社
会

の
な
か
に
団
結
が
拡
大
す

る
の
に
気
付

い
た
が
、
騒
擾

の
指
導
権
は
、
テ
ナ

ン

ト
自
身
と
同
じ
身
分

の
人

々
か
ら
や

っ
て
き

た
。
し
か
し
、
運
動
が
勢

い
を
え
、
制
度
上

の
仕
組
と
と
も

に
そ
れ
自
体

に
権
力
を
与
え
た

一
八
四
〇
年
代
に
は
、
テ

ナ
ン
ト
で
は
な

い
人

々
が
代
弁
者

と
し
て
現
わ
れ
た
。
例
え
ば
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
郡

の
医
師
ボ
ウ
ト

ン

(ω
5P
陣けげ

♪̀
°
}W
O
信
αq
げ
けO
口
)
は
、

一
入
四
〇
年
代

の
運
動
で
の

磐

力
舖
動
家
で
あ

っ
た
.
た
だ
し
鰹

む
し
ろ
例
外
と
い
う
べ
き
で
あ

っ
て

多
く
の
覇

の
指
導
潅

村

の
よ
り
台畠
裕
な
人
々
の
な
か
か
ら
補
充
さ
れ
た

例

の
で
あ
る
。

テ
ナ

ン
ト
の
抵
抗
は
、
時
と
し
て
暴
力
的
と
な

っ
た
が
、
致
命
的
打
撃
は
、
不
慮

の

エ
ピ
ソ
ー
ト
で
あ

っ
た
。
反
地
代
運
動
家

の
関
心
は
、
民
衆
を
で
は
な
く
、

土
地
権
原
を
破
壊
す
る

こ
と
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
ナ

ン
ト
の
蛮
行

の
例
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な

い
が
、
要
は
、
土
地
権
原

.
証
書
、

マ
ナ
所
有
権
を
確
認
す

る
公
式
文
書
を
無
に
帰
せ
し
め
、
幾
世
代
も

の
耕
作
の
結
果
テ
ナ

ン
ト
自
身

に
帰
属
す

べ
き
土
地
を

マ
ナ
領
主

が
さ
ん
奪
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
よ
く
、
敵

(11
地
主
と
そ
の
味
方
)
の
生
命
を
傷

つ
け
よ
う

と
す
る
も

の
で
は
絶
対
な
か

っ
た
。
し
か
し
狂
暴
な
反
徒
は
、
法
的
訴
追
を
免
れ
る
夢
想
的
な
方
法

に
依
存
し
、
現

行
犯
で
捕
え
ら
れ
れ
ば
長
期
投
獄

の
危
険
が
あ

っ
た
か
ら
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
な

ど
に
変
装
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
敵
を
脅

か
し
た
り
、
ち
よ
う
笑
す
る
効
果
を
も

っ
⑳

た
。
テ
ナ

ン
ト
の
地
主
や
州
当
局

に
対
す
る
挑
戦
的
態
度
は
、
テ
ナ

ン
ト
民
衆
を
団
結
さ
せ
、
反
徒

の
親
交
を
固
め
、
彼
ら

の
領
主
支
配

へ
の
反
対
を
強
化
し
た
。

結
局
、
テ
ナ

ン
ト

の
司
法
上

の
抵
抗

は
、

マ
ナ
領
主

の
権
原

の
合
法
性

の
調
査
を
求
め
る
、
州
当
局
宛

の
請
願
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
ナ

ン
ト
は
、

マ
ナ
領

⑳

、

テ
ナ

ン
ト
の
裁
判
沙
汰
は
、
リ
ビ

ン
グ

ス
ト

た
だ
し
、

主

の
土
地
権
原
を

い
ん
ち
き
で
あ
る
と
の
訴
訟
を
起

こ
し
て
失
敗
す

る
と
、
当
局

へ
請
願
し
た
の
で
あ
る
。

ン
家

の
マ
ナ
領
地
私
有
権
を
揺
が
さ
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、

い
く
ら
か
の
実
際
的
成
果
を
生
ん
だ
。

と
も
あ
れ
、
同
家
の
土
地
が
分
割
さ
れ
、
大
き
さ
が
減
少
し
た



の
は
、
相
続
法

の
改
正

に
帰
因
す
る
の
で
な
く
、
同
家

の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク

ス
に
由
る
も
の
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
最
後

の
領
・王
判
事

R
・
リ
ビ
ン
グ

ス
ト

ン

(言

α
ひq
①

幻
o
げ
①
『
け
ピ
凶≦
口
σq
ω
ぎ
コ
)
は
、
息
子

の
恒
常
的
に
増
大
す
る
債
務
に
配
慮
し
て
、

マ
ナ
領
地
を
息
子
の
債
権
者

か
ら
守
る
た
め
に
、
他

の
四
人

の
息
子
に
細
分
し
た
。

従

っ
て
、
増
大
す

る
同
家
の
分
家
が
、
よ
り
小
さ

い
土
地
と
よ
り
少
数

の
賃
借
人
を
有
す

る
地
主

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
増
し
て
同
家

は
、
財
産
に
固
執

す

る

一
方
、
テ
ナ

ン
ト

の
組
織
に
よ
る
訴
訟
と
闘
う
出
費

か
、
地
代
収
入
を
減
少
さ
せ
た
た
め
、
土
地
の
い
く
ら
か
を
売
却
し
始
め
た
。

一
八
二
五
年
ま
で
は
控
え

め
で
あ

っ
た
が
、

一
入
三
〇
年
代
に
は
、
非
リ

ビ
ン
グ

ス
ト

ン
家

へ
の
譲
渡

が
劇
的

に
増
加
し
、

一
八
四
六
年

の
州
憲
法
改
訂
会
議
が
封
建
的
付
帯
物
を
非
合
法
と

宣
言
し
た
後

の

一
〇
年
間

に
頂
点
に
達
し
、
三
九
〇

の
耕
地

の
所
有
者

が
変
わ

っ
た
。
そ
の
と
き
ま
で
に
テ
ナ

ン
ト
は
、
政
治
領
域
で
の
支
持
を
収
集

し
て
い
た
の

⑫

で

あ

っ

た

。

お
わ

り

に

(勝

利

の

パ
ラ

ド

ッ
ク

ス
)

シ
エ
ア
ク
ロ
ツ
ピ
ン
グ

封
建
制
度
の
顕
著
な
様
相
は
、
多
様
な
財
産
上

の
要
求

の
承
認
で
あ

っ
た
。
労
役

と
交
換

に
全
資
金
的
投
入
を
地
主
が
提
供
す

る
こ
と
を
要
し
た
分

益
小
作
制
と

は
違

っ
て
、

マ
ナ

の
契
約
は
、
地
・王
と
テ
ナ

ン
ト
を
土
地
所
有
者
と
占
有
者
と
し
て
拘
束
、
賃
借
人
に
耕
地
入
手

の
た
め
に
金
銭
を
調
達
し
、
家
蓄
や
器
具
に
投
資

す
る

こ
と
を
強

い
た
の
み
な
ら
ず
、
地
・王
に
テ
ナ

ン
ト
が
リ
ー
ス
条
件

に
応
じ
る
よ
う

に
経
済
外
的
圧
力
が
行
使
す
る
権
限
を
与
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ

に
よ

っ
て

も
と
も
と
定
期
賃
貸
借
契
約

が
正
当
化
さ
れ
た
地
主

の
社
会
的

・
政
治
的
秩
序

へ
の
貢
献
は
、
極
小
で
あ

っ
た
。
社
会

に
如
何
な
る
不
可
欠
な
奉
仕
も
せ
ず
に
、
地

主

は
、
地
代
を
徴

収
し
、

一
保
有
者

か
ら
他

へ
賃
貸
借
地
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
も
う
け

た
。
地
主

の
特
権

は
、
単

に
伝
統
的
な
財
産
不
可
侵
性

の
原
則

に
由

る
も

の
で
あ

っ
た
。
絶
対
不
可
侵

の
財
産
所
有
権

の
属
性

の
た
め
、
テ
ナ

ン
ト
の
自
己
の
土
地
を
え
ん
と
す
る
闘
争

は
立
往
生
し
た
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
前
半
の
産
業

化
環
境
の
な
か
で
、
財
産
権

の
正
当
性
は
、
個
人
の
所
有
権
か
ら
よ
り
少
な
く
、
経
済
成
長

の
潜
在
性
か
ら
よ
り
多
く

の
引
き
出
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

静
的
な
農
業
的
考

え
よ
り
も
営
利
的
使
用

・
発
展

の
す
ぐ
れ
た
効
能

が
重
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
観
念

の
増
加
す

る
普

及
は
、

ア
メ
リ
カ
社
会

の
資
本

主
義

へ
の
転
換
を
告
げ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
概
念
上

の
進
化
は
、
そ

こ
で
そ
れ
が
、
自
由
市
場

の
諸
事
項
を
追
求
し
て

い
た
政
治
家
、
新
聞
編
集
者
、
裁
判
官

の

援
助
を
え
た
と
こ
ろ
の
政
治
的
領
域

で
の
テ
ナ

ン
ト

の
運
動
を
助
け

た
。

こ
う

し
て
、

一
八
四
六
年

の
新
州
憲
法

の
採
用
と
と
も
に
封
建
的
残
さ

い
が
明
白
に
消
滅

ハ
ド

ソ

ン
河

流

域

に
お

け

る

マ
ナ

社

会

と

そ

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

ー

一
七

八

〇

～

】
八
五

〇

年
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ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
に
お
け
る
マ
ナ
社
会
と
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
ー

一
七
入
○
～

一
八
五
〇
年
ー

し
た
と
き
、
反
地
代
運
動
家
農
民
は
、
地
主

が
逆
説
的
敗
北
を
被

っ
た
と
同
様
、
逆
説
的
勝
利
を
獲
得
し
た
の
で
あ

る
。
新
州
憲
法
は
、
テ
ナ

ン
ト
を
地
主

へ
の
私

的
義
務

か
ら
解
放
す
る

一
方
、
彼
ら
を
、
彼
ら

の
直
接

の
領
域
を
超
え
た
目

に
見
え
な

い
市
場
諸
力
が
彼
ら

の
生
活
条
件
を
規
定
す
る
世
界

へ
押
し
や

っ
た
。
他
方
、

領
主

は
、
気
絶
す
る
よ
う

な
損
失
に
出
会

っ
た
。
す
な
わ
ち
領
主

は
、
た
ま
た
ま
領
主
特
権
に
依
存
す
る
私
有
財
産
か
ら
利
潤
を
追
求
し
た

い
わ
ば
資
本
家
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
、
自
由
市
場

と
競
争

の
名
儀

で
、
そ
の
不
動
産
収
入
源
を
地
・王
か
ら
奪

っ
た
の
は
、
資
本
主
義

で
あ

っ
た
。

七
〇
年
間

の
闘
争
を
通
じ

て
反
徒
が
共

に
し
た
社
会
的
理
想
像

は
、
地
主

の
ゆ
う
長
な
生
活
様
式

の
正
当
性
を
拒
否
し
た
。
労
働

こ
そ
が
価
値

の
創
造
者
、
富

の

発
生
機

で
あ
り
、
土
地
財
産
は
、
そ

の
う
え
に
費
や
さ
れ
た
汗

の
成
果
と
し
て
価
値
を
え
る
が
ゆ
え

に
、
価
値

は
働
く
農
民
に
所
属
す
る
の
が
正
当
で
あ

っ
た
。
し

か
し
テ
ナ

ン
ト
は
、
無
限
の
利
潤

の
蓄
積
手
段
を
求

め
は
し
な
か

っ
た
。
彼
ら
と
し
て
は
、
「
一
軒
以
上
の
家
屋

そ
れ
も
本
人
が
占
有

せ
ね
ば
な
ら
な

い
f

を

⑬

所
有
し

て
は
な
ら
な

い
の
で
あ

っ
た
」
。
彼
ら
に
と

っ
て
、
土
地
は
な
か
ん
ず
く
安
定
を
代
弁
し
た
。
家
族

の
労
苦

の
ゆ
え
に
、
土
地
と
そ
の
生
産
物

へ
の
権
利

が
与

え
ら
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
性
格
上
お
よ
び
起
源
上
反
領
主
性
を
も

っ
た
が
、
テ
ナ

ン
ト
の
闘
争

は
、
そ
の
生
存
を
脅
や
か
し
た
資
本
家
的
押
し

つ
け

へ
の
反
対

か
ら

結
果
し
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
実
際

テ
ナ

ン
ト
は
、
市
場
を
、
資
本
や
生
産
諸
要
素

の
よ
う
な
観
念
が
信
用
を
保
持
す
る
抽
象
的
な
実
在
と
し
て
で
は
な
く
、
彼

ら
が
能
力
を
達
成
せ
ん
が
た
め
に
自
己

の
生
産
物
を
売
却
で
き
る
有
形
の
場
所
と
し
て
み
な
し
た
。
地
主

・
テ
ナ

ン
ト
関
係

は
、
家
族
か
ら
そ

の
労
働
を
奪
う
が
ゆ

え

に
、
民
衆
の
福
祉
と
相

い
れ
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
は
、
市
民
社
会

の

]
員
と
な
る
弁
明
を
明
言
し
、
独
立
し
た
市
民

の
権
利
を
享
受
せ
ん
が
た
め
に
、

「
野
蛮
な
生
活
様
式

の
遺
物
」

に
打
ち
克

た
ん
と
希
望
し
た
。
彼
ら
は
、
経
済
的

・
政
治
的
理
論
と
連
結
し
、
史
家
ウ

ッ
ド

((
}O
同O
O
昌
ぐ
『
O
O
α
)

の
い
う

「
自
尊
心

の
し
る
し
」

に
ま
で
労
働
を
昂
揚
し
た

の
で
あ
る
。
他

の
農
民
が
、
合
衆
国
憲
法

が
保
障
し
た
自
由

の
下
に
生
活
し
て
い
る
の
に
、

マ
ナ
契
約
書
は
、
テ
ナ

ン
ト
を

し
て
、
地
主
に
ひ
ざ
ま
づ
き
、
屈
辱
を
し
の
ぶ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
奴
隷
的
付
属
物
を
伴
な
う
生
涯
リ
ー

ス
を
経
験
せ
し
め
た
。
共
和
主
義

の
政
体

の
下
で
、

⑭

私
的
奉
仕
と
人
民
主
権
と
は
、
相

い
れ
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
労
働

こ
そ
が
価
値
を
生

む
と

の
説
は
、
領
主

と
し
て
の
地
主
に
挑
戦
す

る
う

え
で
不
成
功
で
あ

っ
た
。
成
功
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会

の
変
換
か
ら
や

っ

て
き
た
。
テ
ナ

ン
ト

が
、
人
間
的
条
件

に

つ
い
て
論
じ
続
け
る

一
方
、
そ

の
数
が
増
加
し

つ
つ
あ
る
政
治
的
同
盟
者

は
、
経
済
発
展
を
高
め
る
た
め

の
自
由
市
場

の

必
要
に

つ
い
て
語
り
始
め
た
。
彼
ら
に
と

っ
て
、
譲
渡
許
可
料
は
、
土
地
売
却
を
妨
げ
、
経
済
生
活

に
有
害
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ

っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
支
持

者
は
、

コ
モ
ン

ロ
ー
が
、
不
動
産
譲
渡

に
当

っ
て
許
可
料
を
と
る
権
限
を
認
め
て

い
な

い
こ
と
を
詳
細
に
示
す

に
至

っ
た
。

一
入
四
五
年

の
著
名
な
反
地
代
運
動
指

(24)



導
者

の
極
め
て
周
知
の
裁
判

の
の
ち
、
政
府
は
、

マ
ナ
問
題
を
解
決
し
、
公
的
秩
序

に
資
す
る
状
態
を
確
立
す

る
立
法
を
勧
告
す

る
委
員
会
を
指
名
し
た
が
、
同
委

⑮

員
会

が

一
入

四
六

年

に
提
出

し

た
報

告
書

は
、

「
土
地

の
自

由

な
交

換

に
重

大

な
妨
げ

が
存
在

す

る

云

々
」
と
指

摘

し

た
。

と
も
あ

れ
、

テ
ナ

ン
ト
が

土

地
を

独
立

と

安
定

の
源
泉

と

み
な

し

た

一
方

、
彼

ら

の
味
方

は
、

土
地

と

労

力

を
商

品

と
考

え

た
。

ハ
ド

ソ

ン
河

流
域

の
封

建

的
残

さ

い
廃

止

は
、

一
入

四

〇
年
代

ま

で
に
大

部

分

の
世
論

に
よ

っ
て
支

持

さ

れ
た
け

れ

ど
も

、

そ

の
擁

護
者

の
配

置

の
な

か

に
亀
裂

を

示
し

た
。

マ
ナ
領

主

家
族

の
財
産

は
、

労
働

と
資

本

と

の
間

の
闘

争

で
あ

る

と

い
う

説

明

に
出

く
わ

し

た
。

「
既

得

権

」

は
、

改
良

へ
の
妨

害

で
あ

っ
た
。

バ

ン
・
ビ

ュ
ー

レ

ン

(竃
倉D
「
辞同コ
～
N卸
コ
し口
⊆
『①
づ
)

元
大

統
領

の
息

子

ジ

ョ

ン

(』
○
冨

く
鋤
コ

し¢
ξ

魯

、

民
主

党

員
)

は

、

「
ハ
ド

ソ

ン
河

流
域

の

マ
ナ

は
、

こ

の
国

の
災

い

で
あ

る
。

と

⑯

く
に
、
農
業
、
産
業
、
企
業
に
と

っ
て
」

と

一
八
五
〇
年

に
論
じ
た
。

そ
の
指
導
者
が
平
均
四
、
四

一
七
ド

ル
の
不
動
産
を
所
有
し
た
テ
ナ

ン
ト

の
組
織
、
タ
カ

ニ
ッ
ク
相
互
提
携
協
会
が
、
な
お
労
働
価
値
説

に
固
執
し
、
イ

ン
デ
ィ

ア

ン
の
衣
装

と
戦
術
を
使

っ
て
貴
族
的
リ
ビ

ン
グ

ス
ト

ン
家

へ
の
軽
蔑
を
表
わ
し
て

い
る
間

に
、
商
業
志
向

で
よ
り
裕
福
な
テ
ナ

ン
ト
代
表

は
、
社
会
的

.
政
治
的

平
等
要
求
を
や
め
た
。
彼
ら
は
、
新
し

い
財
産
観

と
そ
れ
が
伴
な
う
経
済
的
機
会
と

い
う
新
し

い
観
念
を
巧

み
に
使
用
し
た
。
彼
ら
は
封
建
的
付
随
物

の
廃
止
は
公

益
で
あ
り
、
す
ぐ

れ
た
領
有
権
法

の
わ
く
内

に
あ

る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら

の
付
随
物

の
全
シ

ス
テ

ム
を
廃
止
す
る
た
め
に
、
行
政
的
介
入
を
勧
告
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う

な
理
論

づ
け
が
、

一
八
四
六
年

の
州
憲
法
改
訂
会
議

で
支
配
し
た
。
新
州
憲
法
の
条

項
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
付
随
物
を
伴
な
う
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
す
べ
て
の
封

建
的
土
地
保
有
態
様
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
を
宣
言
す

る
」

と
定
め
た
。

こ
の
確
定
し
た
法
的
根
拠
を
も

っ
て
、
次

の

一
五
年
間
に
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
法
廷
は
、
譲
渡

許
可
料
を
非
合
法

で
無
効
と
宣
す
る
に
至

っ
た
。
そ
れ
は
、
定
期
賃
貸
借

は
、
国

の
発
展
と
改
良
や
企
業

で
の
民
衆

の
進
歩
に
と
く
に
不
都
合
で
あ
る
と
信
じ
た
人

々

の
勝
利

で
あ

っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
に
と

っ
て
、
新
州
憲
法

の
原
則
と
法
廷

の
判
決
も
ま
た
、
勝
利
を
示
し

た
。
し
か
し
彼
ら

の
得
点

は
、
真

に
明
白
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
テ
ナ

ン
ト
は
自
己

の
耕
作
地
を
購
入
出
来
、
私
的
奉
仕
は
過
去

の
制
度

と
な

っ
た
。
彼
ら
は
、
私
的
依
存

の
地
を
置
き
去
り
に

し
た
。

だ
が
彼
ら

は
、
他
の
形
で
債
務

が
契
約
さ
れ
る
世
界
の
入

口
に
立
た
さ
れ
た
。
地
代

で
は
な
く
、
地
代

に
代
わ

っ
て
の
元
利
、
遠
隔
地
に
い
る
厚
か
ま
し

い

金
貸
し
な

い
し
土
色
顔

の
ブ

ロ
ー
カ
ー

へ
の
土
地
抵
当
権

設
定

が
問
題

で
あ

っ
た
。
定
期
賃
貸
借
を
壊
し
、
領
主
特
権
を
終
結
さ
せ
る
憲
法

の
決
定
に
順
応
し
た
党

派
が
、
ど
の
よ
う

な
方
策
を
講
じ
る
と
し

て
も
、

ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
が
ア

メ
リ
カ
史

の
例
外

で
あ

る
こ
と
を
や
め
た

の
は
、
資
本
主
義

が
、

マ
ナ
で
の
領
主
体
制

の⑰

社

会

的
関

係

を
動

揺
さ

せ
て
始

め

て
、
可

能

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん
、

テ
ナ

ン
ト

民

衆

の

エ
ネ

ル
ギ
ー

、

そ

の
役
割

を
完

全

に
無

視

で
き

な

い
け

れ

ど
も
。

ハ
ド
ソ
ン
河
流
域
に
お
け
る
マ
ナ
社
会
と
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

一
七
八
〇
～

一
八
五
〇
年
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